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令和８年６月１６日 

国史跡の追加指定について 

 

令和８年６月１９日（金）に開かれる国の文化審議会文化財分科会において、史跡名

勝天然記念物の指定等について文部科学大臣に答申される予定です。 

 本市関係では、近江大津宮錦織遺跡及び坂本城跡が答申される予定です。 

 

【近江大津宮錦織遺跡】 

 天智天皇が６６７年に飛鳥から近江へ移した都。発掘調査の結果、大津市錦織周辺に

東西約１９０ｍ、南北約２４０ｍの範囲で内裏が広がると推定されます。 

 今回の指定地は推定内裏の北側に位置し、昭和６３年度に滋賀県による発掘調査の結

果、掘立柱建物が検出された地点です。追加指定面積は４３２．０９㎡（民有地）であ

り、指定総面積は１４，３４５．４４㎡です。 

 

【坂本城跡】 

 織田信長の命により、明智光秀が築いた水城。発掘調査の結果、大津市下阪本の湖岸

沿いに城域が広がると推定されます。 

 今回の指定地は、発掘調査により、推定本丸南端と判断される石垣が検出された地点

です。追加指定面積は５０５㎡（民有地）及び２１㎡（市有地、里道敷）で、指定総面

積は１２，２４８．４９㎡です。 

 

 

お問い合わせ先 

担当者 文化財保護課 担当： 西中、岡田 

連絡先 
０７７－５２８ 

－２６３８ 
内線 ４９５５ 

総合計画 

位置付け 

基本 

方針 

基本 

政策 
施策 

取組の 

方向性 
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